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環境大臣賞　グランプリ

木質バイオマス発電を核とした SDGs への取り組み

モリショウグループ
〒877-1371 大分県日田市諸留町2813番地22
☎0973-26-0850　http://www.morisho.co.jp/

山林未利用材（間伐材・林地残材等）を活用した木質チップを燃料とするバイオマス発電事業で作られた電気を、市内の全小中学
校や公共施設等に供給する「電力の地産地消モデル」を実現しています。発電時に発生する温排水は農業への熱利用として隣接す
るいちご農家のビニールハウスへ供給しています。また、自社工場に供給する電気は非化石証書の活用により再エネ100% を実現
しています。

再生可能エネルギーは脱炭素化に向けた鍵であり、本事業では燃料となる木製チップを海外からの輸入や無計画な伐採に頼るのではなく、地域で
の間伐材を利用することで、持続可能な取組になっています。まさに「脱炭素チャレンジカップ 2021」の環境大臣賞グランプリにふさわしい取組
だと思いました。電力の地産地消モデルとして、脱炭素社会を目指して、これからも他地域のお手本となることを期待しています。

審査委員長　江守　正多

この度は、環境大臣賞グランプリをいただき、まことにありがとうございます。私たちは、創業時から地域の基幹産業である林業の発展に寄与し
ながら、資源を有効活用しリサイクルを進めていくことを考えて事業を行ってきました。間伐材や木質系の廃棄物を自ら利用して発電し、地域の公
共施設や小中学校に供給することで、CO2 やゴミを削減するだけでなく、地域の皆様に山林の持つエネルギーを実感していただける点を評価して
いただいたのではないかと思います。今回の受賞で、これまでの取組の方向性に改めて確信が持てましたので、今後もこれまでの取組を更に改善し、
子どもたちに素晴らしい自然や環境を引き継げるよう努力してまいります。
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環境大臣賞　金賞（学生部門）

地球と未来を守れ！気候マーチで脱炭素社会を訴えよう！

学校法人誠心学園浜松開誠館中学校高等学校
〒430-0947 静岡県浜松市中区松城町207-2
☎053-456-7111　https://www.facebook.com/kaiseikanseitokikaku/

2019 年 9 月 20 日に世界中で脱炭素社会・地球温暖化対策を訴える「気候マーチ」が行われました。気候危機について学習して
いた本校生徒が、この活動を広め、より多くの人々に気候危機を知ってもらおうと「気候マーチ」を浜松市内で生徒 400 人規模で
行いました。2 回目を同年 12 月に行いました。今年度はコロナ禍の中、オンラインで全校生徒が参加し脱炭素社会や気候危機を
訴える動画メッセージを作成しました。

「気候マーチ」自体は直接的な CO2 排出の削減ではないですが、高校生が問題に対して声をあげていることが素晴らしいと思います。プレゼンテー
ションでは、特に気候変動への危機感がはっきりと感じられるとともに、皆で前向きに取り組んでいく姿勢が高く評価されました。また、今回の受
賞が、多くの次世代の方々にとって脱炭素化に向けた取組のヒントになることを期待しています。

審査委員長　江守　正多

この度は、環境大臣賞・金賞（学生部門）をいただき誠にありがとうございます。気候マーチを実施したときは、本校に私たちの思いが伝わるだろ
うかと不安になりました。それでも、2050 年の脱炭素社会実現に向けて、あと10 年が勝負だと知ってほしくて勇気を出して行動しました。脱炭
素チャレンジカップでは、私たちの行動が高く評価されたことをうれしく思っています。特に全体講評では、江守正多審査委員長から「危機を訴え
ることもとても大切なことだ」というコメントをいただき、私たちがやってきたことは間違っていなかったと確信しました。これを励みにして、浜松
開誠館 SDGs 部は今後も活動を続けていきたいと考えています。
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環境大臣賞　金賞（ジュニア・キッズ部門）

輝く笑顔「みんなでつくるエネルギー教育」

八尾市立曙川小学校
〒581-0028 大阪府八尾市八尾木東2-28
☎072-992-3331　https://www.city.yao.osaka.jp/0000018402.html

人が乗れるソーラカー、ソーラーパネルを活用したゲンジボタルの完全養殖、自転車で発電できるイルミネーション、エネルギーに
ついて楽しんで学べる落語絵本「発電お好み焼き横丁」。「あきらめなければ夢は叶う」を合言葉に、さまざまなプロジェクトに取り
組んできました。地球温暖化問題とエネルギー問題は切っても切り離せない問題です。そのエネルギーについて楽しみながら学べる
ように、地域や保護者と取り組んだ実践です。

「あきらめなければ夢は叶う」を合言葉に、子供たちが主体となってエネルギーに関わる様々なプロジェクトを行い、子供たちが発案したことを地
域や保護者が連携しながら実現し進めていることが素晴らしいと思います。また、授業の中でも SDGs について取り組んでおり、今後の展開の広
がりに期待しています。

審査委員長　江守　正多

エネルギー環境教育に地域や団体と協力して取り組みました。ソーラーカーは府立堺工科高校と協力して作りました。ホタルを育てるビオトープの
太陽光パネルは地域のお父さんたちが設置してくれました。保護者の協力でつくった自転車発電イルミネーションはコロナ禍で暗かった地域を明る
く輝かせてくれました。プロジェクトを進めるにあたり、たくさんの困難な壁がありましたが、子ども、教師、保護者、地域、行政が「あきらめな
ければ夢は叶う」を合言葉に、力を合わせて達成しました。みんなの力が集まれば、大きな力になることを学んだ子どもたちは、脱炭素社会の実
現のために、「あきらめなければ夢は叶う」を信じてこれからも努力を続けます。
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環境大臣賞　金賞（企業・自治体部門）

究極の CO2 排出ゼロの低温貯蔵庫「アイスシェルター（氷室）」

株式会社土谷特殊農機具製作所
〒080-2461 北海道帯広市西21条北1丁目3番2号
☎0155-37-2161　http://www.tsuchiyanoki.com

弊社は約 35 年前から氷を使うアイスシェルターの低温貯蔵技術に取り組み、道内 20 棟海外1 棟の実績と国内外で特許取得して
いる。地域再生可能エネルギーを活用、地域の食材・食品の付加価値を高める技術展開をしており、その中核がアイスシェルターで、
CO2 を排出しない低温貯蔵庫である、自然氷の冷熱エネルギーを、地域の基幹産業である農業に取り入れ融合することで、新しい
CO2 削減の地域産業を生み出すものである。

地域での再生可能エネルギーの活用は今後とても重要であり、化石燃料を利用せず、また多大な電力を消費せずに、長期的に食品を貯蔵できる技
術開発は素晴らしいです。そして、アイスシェルターと地域の農業を連携させることで、新しい脱炭素な地域農業を生み出しています。未利用熱エ
ネルギーの技術開発という意味でもさらなる発展に期待しています。

審査委員長　江守　正多

この度は、脱炭素杯チャレンジカップ 2021において、環境大臣賞金賞というすばらしい賞をいただき、誠にありがとうございます。寒地の地域資
源である冷気を利用したアイスシェルターをご理解いただき、その取り組みを高く評価いただき大変光栄です。アイスシェルター（氷室）は、究極
の CO2 排出ゼロの低温貯蔵庫で、国内のみならず世界の寒冷地で氷を利用し、ランニングストがかからず再生可能な自然エネルギーを使うもので
す。今回の受賞を糧に、低炭素杯 2015 ファイナリストに選ばれた家畜ふん尿処理施設「バイオガスプラント」とともに、当社の CO2 削減事業展
開に弾みをつけ、脱炭素社会の実現に取り組み、気候変動対策、地球温暖化防止を目指します。
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環境大臣賞　金賞（市民部門）

狭山市内各所で、市民参加のマイタウンソーラー発電所設置！

ＮＰＯ法人さやま環境市民ネットワーク
〒350-1331 埼玉県狭山市新狭山1-13
http://www.sayama-kankyo.org/

当団体は、2010 年度から地域の公益団体が所有する建物に、太陽光市民共同発電所を設置する活動を行っている。市民、企業
等から寄付を集め、さらに埼玉県の補助金等を活用し、自治会館に太陽光発電を設置している。現在 4 号機まで設置しており、
累計太陽光パネル19.7kw、年間 11トンの CO2 削減を実現している。さらに設置した施設では、定期的に環境教育を行い、地域
の環境、防災の拠点づくりを行っている。

脱炭素社会に向けて、市民や様々な団体が協働し、環境まちづくりを推進する取組を実施していることが素晴らしいと思います。太陽光市民共同
発電所を設置する活動は、持続可能な循環型社会の構築に寄与することであり、本取組が全国での参考モデルになることを期待します。

審査委員長　江守　正多

国が脱炭素に大きく舵を切りその動きが活発化しています。私たちはマイタウンソーラー発電所を市内公益施設 4 カ所に 2010 年から設置してき
ました。そして何よりソーラー発電の必要性や、誰にでもできる省エネ方法を PR し市民に分かり易い形で奨めてきました。一方、近海の水温上昇
も進み水蒸気量が増えたことによる集中豪雨も増え、地域の川が氾濫を繰り返すなど温暖化の影響も顕著になってきました。しかしながら、市民
の反応は時が過ぎると忘れてしまうことも多いようです。2021 年脱炭素チャレンジカップで環境大臣賞金賞を頂いたことを契機に、私たちは益々
期待に応えて行かなければならないと考えております。
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文部科学大臣賞　社会活動分野

雪室を利用した地域の特色ある商品開発

飯山市雪エネルギー検討会議
〒389-2292 長野県飯山市大字飯山1110-1
☎0269-62-3111　https://www.city.iiyama.nagano.jp/

「雪室」は一切の電気エネルギーを使用せずに外気が − 20℃でも ＋ 40℃でも年間を通し、1～ 3℃、湿度 98 ～100％。エコ
で特殊な環境の「雪室」を利用し、「熟成雪室そば」を筆頭にお酒や農産物に付加価値を創造し、現地に来なければ味わえない「い
いやま雪室御膳（仮称）」をつくり、雪のエネルギーを地域の特産と結びつけ、付加価値を創造し、地域の活性化を図りたい。

雪氷熱エネルギーは、CO2 を排出しないクリーンな未利用エネルギーとして注目されます。飯山市では、雪室を利用し、農産物等の鮮度保持や糖
度増加として、貯蔵することで付加価値が生まれることを実証しました。そこで、飯山市産のそば粉を活用して、「飯山雪室熟成そば」が商品化さ
れたことは素晴らしいです。地域でのエネルギー自給や地域振興に向け、持続可能なビジネス展開が期待されます。

審査委員長　江守　正多

この度は、脱炭素チャレンジカップにおいて文部科学大臣賞（社会活動分野）という素晴らしい賞をいただき、誠にありがとうございました。当検
討会議に属するメンバーや下高井農林高校そば班と共に、環境のこと、地域活性などを学び考えながら取り組んでいたことが評価されたと思うと、
今回の受賞を大変ありがたく感謝するとともに、これを励みに今後も活動を広げていきたいと思います。
まずは今回のプレゼンで発表した「真夏のいいやま雪室まつり」の実施に向けてまた走り始めます。開催の折には、夏の信州飯山へ夏でも美味しい

「雪室熟成そば」を食べに来て、雪室体験を通して皆さんに脱炭素社会を考えるきっかけにしていただければ幸いです。 
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文部科学大臣賞　学校活動分野

緑丘学園・田中学園「ゼロカーボンにむけた取り組み」

田中学園・緑丘学園　ゼロカーボン委員会
〒310-0913 茨城県水戸市見川町2582-15
☎029-243-0840　http://www.mito-eiko.ed.jp

2014 年から学校敷地と隣接県有地で 50 年前に生息していたホタル再生活動を開始。2018 年に茨城県・セブン−イレブン記念
財団と3 者協定の締結がなされ、休耕田 7ha を里山にする茨城セブンの森がスタート。地域団体と連携して取り組んでいる。更に、
日本一のエコ学園を目指した環境 SDGs の実践として、生徒がゼロカーボン委員会を結成してうちエコ診断を広めている。2020
年度は生徒・教員100 世帯が実施した。

生徒が主体となってゼロカーボン委員会を立ち上げ、うちエコ診断を活用して CO2 排出を削減する、一体感をもった取組は素晴らしいです。また
日頃から、ホタル再生整備活動を行うなど積極的な環境保全活動も行われ、学校活動の域を超えた取組は、地域の担い手を育てる活動となるこ
とを期待しています。

審査委員長　江守　正多

この度は当学園の取り組みに多大なるご評価を賜り、文部科学大臣賞（学校活動分野）という非常に栄誉ある賞をいただきましたこと、大変光栄
に存じます。私たちの環境活動は、「英宏の泉 ホタル再生プロジェクト」から出発しました。現在ではその活動の幅を徐々に広げ、世界的な視野
から環境保全活動に取り組むべく、独自に「ゼロ・カーボン委員会」を立ち上げるに至りました。啓発活動の一環として行っている「うちエコ診断」
をはじめとして、子どもたちへの環境教育とともに、“CO2 排出ゼロ”を目指した活動を全学園あげて実践しています。これからも様々な活動を通して、
脱炭素社会達成へ向けより一層邁進してまいりたいと思います。
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セブン-イレブン記念財団　最優秀地域活性化賞

大牟田ハッピータウンプロジェクト　美しいふるさとを未来へ残そう

大牟田市立明治小学校
〒836-0012 福岡県大牟田市明治町2丁目21番地１
☎0944-53-6017　http://www.e-net21.city.omuta.fukuoka.jp/meiji-es/

SDGs の目標７、項目11の達成に向け、エネルギーや自然・環境への関心を深め、「省エネ・省資源」「自然・環境の保持・美化」
を実践できる児童を育成するために、各学年の発達段階に応じて様々な取り組みを行っている。「緑のカーテンづくり」「ソーラークッ
キング」「5 校合同川プロジェクト」等、体験的な活動を通すことで、自分事としてエネルギー環境について課題をとらえ、問題を
解決する子供たちの姿が見られる。

小さな身体に無限の可能性を秘めている子供たち。各学年での「環境問題」との触れ合い、学び合いは子供たちと自然環境の距離をぐっと近づけ、
これからの時代に必要不可欠な「自ら考え、行動できる力」を育んでいました。そして、その隣には子供たちを信じ過分な手助けをせずにサポート
する大人たちがいました。又炭鉱の町として大牟田市の施設を利用したエネルギー学習など、自分の住んでいる町について学び、脱炭素社会につい
て考える機会も地元を大切にする子供たちを育てるという「美しいふるさとを未来に残そう」という取組みであることを評価させていただきました。

一般財団法人セブン - イレブン記念財団　事務局次長　松井　敬司 

この度は、「セブン - イレブン記念財団最優秀地域活性化賞」に選出頂き、誠にありがとうございました。子供達が学習したことや日頃から取り組
んでいることに価値づけて頂いたことを大変うれしく思っています。他団体様の発表も大変興味深く、様々なところで取組が行われていることを知り、
大変刺激になりました。今後も、全校のみんなで自分達が取り組んでいることが地球環境保全につながっていることを意識させながら、脱炭素に
関する取組を続けていきたいと考えています。
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ユニ・チャーム最優秀やさしさでささえる賞

使い捨てカイロで水路浄化と森づくりへ

佐賀市立鍋島中学校
〒849-0937 佐賀県佐賀市鍋島一丁目19番１号
☎0952-30-5811　https://www.education.saga.jp/hp/nabeshima-j/

本校は嘉瀬川下流に位置する。本校脇の用水路に使用済みの使い捨てカイロを使った濾過装置を設置して水を浄化する。浄化後の
カイロの中身は校内で集めた落ち葉と混ぜて培養土とする。この培養土は、二酸化炭素を吸収する植物の栽培（校内を飾る花苗育
成プランターと野菜園、採集した地元の森の幼樹を育成するプランター）に利用する。育てた花苗は地域へ、森の保全に向け育成
した幼樹は森へ移植し、間伐材では丸太椅子を作る。

近隣地域から回収した使用済みの使い捨てカイロを活用したろ過装置を学校脇の用水路に設置し、水の浄化に取り組みを実施。さらに浄化装置に使
用した後のカイロの中身を、校内で集めた落ち葉と混ぜて腐葉土を作り、校内を飾る花苗や幼樹を育成するプランターに利用。育てた花苗は地域へ配
布し、幼樹は地元の森へ移植するなど「脱炭素サイクル」の構築に取り組んできました。佐賀市立鍋島中学校の皆さんの活動は、脱炭素社会実現に貢
献し、当社が目指す「共生社会の実現」につながる取り組みの参考モデルに資すると考え「最優秀やさしでささえる賞」に選出しました。また、一連の
取り組みを後輩に受け継いでいくという姿勢も「持続可能性」という観点で好事例である点や、当日の熱意に満ちたプレゼンテーションも評価しました。
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今回、リモート開催となりましたが、日本全国各地のファイナリストの皆さんの活動がとても勉強になりました。幸いにも入賞できて、校長先生や
全校生徒、職員、みんなで喜んでおります。ありがとうございました。平成の初めから始まったといわれる学校横の水路の掃除活動は、社会的な
脱炭素活動や SGDs 運動を取り入れ、ここ数年で、生徒会本部の活動から地域ぐるみの活動へとパワーアップしました。この取組を次代の生徒会
を中心に、水の浄化と脱炭素活動を生かした持続可能なまちづくりに向け、地域ぐるみの活動として本校の伝統となるよう、大学や行政機関とも
連携をはかりながら、発展させていきたいと考えています。


